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櫻
井

唯

一

は
じ
め
に

唐
の
武
宋
（
在
位
八
四
〇
～
八
四
六
）
が
行
っ
た
会
昌
廃
仏
や
、
唐
末
か
ら
五
代
に
か
け
て
お
き
た
戦
乱
の
影
響
に
よ

り
、
中
国
で
は
一
時
、
多
く
の
仏
教
典
籍
が
失
わ
れ
た
。
宋
代
に
入
っ
て
、
散
逸
し
た
仏
典
を
朝
鮮
半
島
や
日
本
に
求
め

て
逆
輸
入
し
、
そ
れ
ら
を
大
蔵
経
と
し
て
刊
行
し
た
こ
と
が
天
台
宗
や
華
厳
宗
に
お
け
る
教
学
復
興
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

宋
代
に
お
け
る
華
厳
宗
章
疏
の
復
還
は
、
高
麗
の
義
天
（
一
〇
五
五
～
一
一
〇
一
）
が
入
宋
し
て
晋
水
浄
源
（
一
〇
一
一

～
一
〇
八
八
）
に
師
事
し
、
高
麗
に
伝
来
し
て
い
た
中
国
華
厳
典
籍
を
浄
源
に
送
っ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
こ
の
と
き

(

１)

浄
源
が
蒐
集
し
た
典
籍
は
、
華
厳
宗
の
僧
侶
ら
に
よ
っ
て
順
次
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
紹
興
一
五
年
（
一
一
四
五
）
に

は
、
杭
州
慧
因
院
（
慧
因
教
院
）
に
住
し
た
義
和
（
？
〜
一
一
三
八
〜
一
一
六
五
〜
？
）
の
尽
力
に
よ
り
華
厳
宗
章
疏
入

蔵
の
勅
許
が
下
り
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

(

２)
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本
稿
で
は
、
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
の
学
僧
、
湛
睿
（
一
二
七
一
～
一
三
四
六
）
が
書
写
し
た
「
孔
目
章
成
仏
心
要
後

序
」
と
い
う
資
料
を
検
討
し
、
こ
の
写
本
に
含
ま
れ
る
宋
版
『
華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
』
（
以
下
、
『
孔
目
章
』
）
巻
四
後

序
を
紹
介
す
る
。
宋
版
『
孔
目
章
』
巻
四
後
序
は
今
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
資
料
で
あ
る
が
、
宋
代
華
厳
宗
の
動

向
を
知
る
上
で
重
要
な
情
報
を
含
む
と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
資
料
的
価
値
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二

「
孔
目
章
成
仏
心
要
後
序
」
に
つ
い
て

『
金
沢
文
庫
古
書
目
録
』
に
は
、
遼
（
契
丹
）
の
道

（
生
没
年
未
詳
）
撰
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
』
（
称
名
寺
聖
教
八

(
３)

厄殳

五
函
四
号
）
と
と
も
に
、
そ
の
後
序
を
書
写
し
た
「
顕
密
円
通
成
仏
心
要
後
序
」
（
称
名
寺
聖
教
八
五
函
五
号
）
の
書
誌
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
道

の
門
人
で
あ
っ
た
性
嘉
（
生
没
年
未
詳
）
が
記
し
た
序
と
、
そ
の
後
、
磧
砂
版

厄殳

刊
行
時
に
僧
録
で
あ
っ
た
管
主
八
（
生
没
年
未
詳
）
が
大
徳
一
〇
年
（
一
三
〇
六
）
に
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
を
入

蔵
す
る
際
に
し
た
た
め
た
序
か
ら
な
る
。
称
名
寺
蔵
「
顕
密
円
通
成
仏
心
要
後
序
」
の
内
容
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
に

(

４)

収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
一
で
あ
る
が
、
称
名
寺
所
蔵
の
写
本
に
は
、
こ
の
後
序
が
日
本
の
古
写
本
に
は
無
く
「
新
渡

宋
本
」
に
の
み
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
資
料
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
「
新
渡
宋
本
」
が

「
道
眼
房
」
に
よ
っ
て
請
来
さ
れ
た
と
い
う
記
述
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
道
眼
房
」
は
、
吉
田
兼
好

(

５)

の
『
徒
然
草
』
第
一
七
九
段
に
登
場
す
る
「
入
宋
沙
門
、
道
眼
上
人
」
と
同
一
人
物
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

(

６)

こ
の
よ
う
に
、
称
名
寺
聖
教
八
五
函
五
号
は
磧
砂
版
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
の
後
序
を
書
写
し
た
資
料
と
し
て
整

宋
代
華
厳
宗
と
宋
版
『
孔
目
章
』
の
刊
行

（
櫻
井
）
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理
・
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
実
は
本
資
料
の
中
に
は
、
唐
の
智
儼
（
六
〇
二
～
六
六
八
）
撰
『
孔
目
章
』

が
宋
代
に
刊
行
さ
れ
た
際
に
附
さ
れ
た
後
序
の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
が
所
蔵

す
る
称
名
寺
文
書
の
紙
背
聖
教
（
二
紙
）
、
お
よ
び
「
孔
目
章
成
仏
心
要
後
序
」
と
記
さ
れ
た
表
紙
（
一
紙
）
も
、
称
名
寺

聖
教
八
五
函
五
号
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
称
名
寺
聖
教
八
五
函
五
号
の
本
来
の
名
称
は
「
孔
目

(

７)

章
成
仏
心
要
後
序
」
で
あ
り
、
湛
睿
が
『
孔
目
章
』
お
よ
び
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
の
版
本
の
後
序
を
書
写
し
、
手

択
本
と
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
「
孔
目
章
成
仏
心
要
後
序
」
は
、
湛
睿
が
『
孔
目
章
』
と
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
の
後
序
を
書
写

し
た
資
料
で
あ
る
。
前
者
の
『
孔
目
章
』
は
唐
代
初
期
に
華
厳
教
学
を
確
立
し
た
智
儼
の
著
作
で
あ
り
、
教
理
上
の
重
要

な
問
題
を
章
ご
と
に
分
け
、
華
厳
五
教
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。
一
方
、
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
は
、
遼
（
契
丹
）

(

８)

の
覚
苑
撰
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
の
影
響
を
受
け
た
文
献
で
、
顕
教
を
華
厳
五
教
に
よ
っ
て
分
類
し
た
上
で
、
密
教
も

円
教
に
相
当
す
る
と
位
置
づ
け
顕
密
の
修
行
論
を
説
く
。
つ
ま
り
、
両
書
に
は
華
厳
教
学
に
関
係
す
る
と
い
う
共
通
項
は

あ
る
も
の
の
、
成
立
し
た
年
代
や
そ
の
背
景
は
異
な
っ
て
い
る
。

何
故
、
湛
睿
は
こ
の
二
つ
の
文
献
の
後
序
を
一
冊
に
ま
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
湛
睿
が
書
写
し
た
称

名
寺
蔵
『
孔
目
章
』
（
称
名
寺
聖
教
一
〇
二
函
四
号
）
お
よ
び
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
を
参
照
す
る
こ
と
で
理
解
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
湛
睿
は
両
文
献
の
書
写
に
際
し
て
、
底
本
で
あ
る
「
和
国
伝
来
の
古
本
」
を
墨
で
写
し
た
後
、
「
宋
朝
印

本
」
で
校
訂
を
行
い
、
字
句
の
異
同
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
朱
で
書
き
入
れ
を
施
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
湛
睿
は
両
写

(

９)
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本
の
奥
書
に
、
「
若
し
此
に
本
を
写
さ
ん
と
す
る
人
有
ら
ば
、
則
ち
先
に
純
ら
一
本
を
写
し
、
後
に
更
に
点
付
し
て
、
両
本

を
混
雑
す
る
莫
れ
。
（
若
有
此
為
写
本
之
人
、
則
先
純
写
一
本
、
後
更
点
付
、
莫
混
雑
両
本
矣
。
）
」
と
記
し
て
い
る
。
要

（

）
10

す
る
に
、
湛
睿
は
「
和
国
古
本
」
と
「
宋
本
」
の
テ
キ
ス
ト
の
系
統
の
違
い
を
意
識
し
、
後
人
に
注
意
を
促
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
孔
目
章
成
仏
心
要
後
序
」
は
、
系
統
の
異
な
る
「
和
国
古
本
」
に
「
宋
本
」
の
文
章
が
混
入

し
な
い
よ
う
、
湛
睿
が
別
紙
に
後
序
だ
け
を
書
写
し
て
お
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
湛
睿
は
、
宋
版
『
孔
目
章
』
と
磧

砂
版
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
と
を
、
と
も
に
近
年
新
し
く
渡
っ
て
き
た
「
宋
本
」
と
認
識
し
、
合
わ
せ
て
整
理
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

称
名
寺
聖
教
八
五
函
四
号
と
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
所
蔵
の
資
料
と
を
整
理
し
、
「
孔
目
章
成
仏
心
要
後
序
」
を
本

来
の
姿
に
復
元
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

表
紙

①
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵
「
孔
目
章
成
仏
心
要
後
序
」

宋
版
『
孔
目
章
』
後
序

②
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵
「
孔
目
章
巻
一
後
序
」

③
称
名
寺
聖
教
八
五
函
五
号
・
第
６
紙
目
（
孔
目
章
巻
一
後
序
）

④
称
名
寺
聖
教
八
五
函
五
号
・
第
４
紙
目
（
孔
目
章
巻
四
後
序
）

⑤
称
名
寺
聖
教
八
五
函
五
号
・
第
５
紙
目
（
孔
目
章
巻
四
後
序
）
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磧
砂
版
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
』
後
序

⑥
称
名
寺
聖
教
八
五
函
五
号
・
第
１
紙
目
（
顕
密
円
通
成
仏
心
要
後
序
）

⑦
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵
「
顕
密
円
通
成
仏
心
要
後
序
」

⑧
称
名
寺
聖
教
八
五
函
五
号
・
第
２
紙
目
（
顕
密
円
通
成
仏
心
要
後
序
）

⑨
称
名
寺
聖
教
八
五
函
五
号
・
第
３
紙
目
（
顕
密
円
通
成
仏
心
要
後
序
）

「
孔
目
章
成
仏
心
要
後
序
」
の
う
ち
宋
版
『
孔
目
章
』
後
序
の
底
本
は
、
当
時
高
山
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
宋
版
で
あ

っ
た
こ
と
が
称
名
寺
蔵
『
孔
目
章
』
の
奥
書
、
お
よ
び
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵
「
孔
目
章
巻
一
後
序
」
か
ら
分
か

（

）
11

る
。
高
山
寺
の
宋
版
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
四
〜
一
九
三
五
年
に
常
盤
大
定
氏
と
大
屋
徳
城
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
調
査
を
行
い
、

『
孔
目
章
』
巻
一
お
よ
び
巻
二
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
両
人
に
よ
っ
て
巻
一
後
序
の
翻
刻
が
発
表
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、
「
孔
目
章
成
仏
心
要
後
序
」
の
『
孔
目
章
』
巻
一
の
後
序
は
、
湛
睿
に
よ
る
書
き
入
れ
と

（

）
12

思
わ
れ
る
部
分
以
外
、
高
山
寺
所
蔵
本
と
同
文
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
孔
目
章
成
仏
心
要
後
序
」
の
う
ち
、
『
孔
目

（

）
13

章
』
巻
一
の
底
本
は
高
山
寺
に
現
存
す
る
宋
版
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
、
巻
四
も
か
つ
て
高
山
寺
に
所

蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
、
目
録
等
で
は
所
在
が
確
認
で
き
な
い
。

三

宋
版
『
孔
目
章
』
巻
四
後
序
よ
り
み
た
宋
代
華
厳
宗
の
動
向

湛
睿
写
「
孔
目
章
成
仏
心
要
後
序
」
に
は
、
散
逸
し
た
と
思
わ
れ
る
高
山
寺
蔵
宋
版
『
孔
目
章
』
巻
四
の
後
序
（
以
下
、
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巻
四
後
序
）
も
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
巻
四
後
序
に
は
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
が
、
全
文
の
翻
刻
に
つ
い

て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
要
点
を
述
べ
る
に
留
め
た
い
。

宋
代
に
は
、
各
地
の
寺
院
で
仏
典
の
印
刷
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
宋
代
の
印
刷
仏
典
と
し
て
は
、
東
禅
寺
と
開
元
寺

で
刊
行
さ
れ
た
福
州
版
大
蔵
経
や
、
湖
州
の
思
渓
蔵
な
ど
が
著
名
だ
が
、
高
麗
か
ら
送
ら
れ
た
華
厳
宗
章
疏
を
所
蔵
し
て

い
た
杭
州
の
慧
因
教
院
で
も
独
自
に
開
板
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
慧
因
教
院
で
刊
行
さ
れ
た
華
厳
宗
章
疏
は
、
高
山
寺

に
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

宋
版
『
孔
目
章
』
巻
一
の
後
序
（
以
下
、
巻
一
後
序
）
に
は
、
高
麗
か
ら
請
来
し
た
『
孔
目
章
』
を
浄
源
が
開
板
し
よ

う
と
し
た
が
果
た
せ
ず
、
浄
源
が
没
し
て
か
ら
六
〇
年
弱
経
っ
た
紹
興
一
六
年
（
一
一
四
六
）
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
義

和
・
思
彦
・
道
僊
に
よ
っ
て
慧
因
教
院
で
開
板
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
高
山
寺
の
宋
版
を
調
査
し
た
常
盤
氏
は
、
巻
一

後
序
に
「
道
僊
は
…
…
工
に
命
じ
て
斯
の
文

一
巻
を
開
刻
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
僊
が
開
板
し
た
の
は
『
孔
目
章
』

巻
一
の
み
で
あ
り
、
巻
二
〜
四
は
別
人
に
よ
る
も
の
と
推
測
し
た
。
ま
た
、
大
屋
氏
は
、
高
山
寺
蔵
宋
版
『
孔
目
章
』
巻

（

）
14

一
・
二
八
丁
の
版
心
に
「
比
丘

択
梧
重
刊
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
重
刊
の
文
字
意
義
明
ら
か
な
ら
ず
」
と
し
つ
つ
、

（

）
15

宋
に
お
け
る
高
麗
大
蔵
経
の
復
刻
の
意
味
と
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

翻
っ
て
、
「
孔
目
章
成
仏
心
要
後
序
」
の
巻
四
後
序
を
参
照
し
て
み
る
と
、
こ
の
後
序
の
著
者
こ
そ
択
梧
と
い
う
人
物
で

（

）
16

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
称
名
寺
聖
教
八
五
函
五
号
・
第
５
紙
目
表
の
末
尾
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

旹
乾
道
九
年
季
冬
月
崑
山
能
仁
院
比
丘
択
梧
寓
慧
因
教
院
謹
題



- 40 -

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
30

伝
賢
首
教
比
丘
艹
微
挍
勘
ｋ

（

）
17

こ
の
刊
記
に
よ
っ
て
大
屋
氏
が
着
目
し
た
「
重
刊
」
の
意
味
も
了
解
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
高
山
寺
蔵
宋
版
『
孔
目

章
』
は
、
巻
一
も
含
め
、
紹
興
一
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
初
版
本
で
は
な
く
、
乾
道
九
年
（
一
一
七
三
）
の
重
版
本
な
の
で

あ
る
。

巻
四
後
序
に
よ
れ
ば
、
択
梧
は
宗
密
撰
『
大
方
広
円
覚
経
略
鈔
』
（
以
下
、
『
円
覚
経
略
鈔
』
）
が
乾
道
六
〜
八
年
に
か
け

て
有
志
の
学
僧
ら
に
よ
っ
て
重
刊
（
復
刻
）
さ
れ
た
こ
と
に
刺
激
を
受
け
、
「
先
師
祖
円
証
老
花
厳
」
に
よ
っ
て
巻
一
の
み

刊
行
さ
れ
て
い
た
『
孔
目
章
』
の
続
刊
を
決
意
し
た
と
い
う
。
円
証
と
は
、
華
厳
宗
章
疏
を
入
蔵
さ
せ
た
義
和
を
指
す
。

そ
し
て
「
高
麗
古
本
」
に
基
づ
い
て
残
り
の
三
巻
を
開
板
し
『
孔
目
章
』
全
四
巻
を
重
刊
し
た
択
梧
は
、
「
庶
く
は
略
鈔
と

同
じ
く
、
永
遠
に
印
行
せ
ん
こ
と
を
。
（
庶
同
略
鈔
、
永
遠
印
行
。
）
」
と
、
『
孔
目
章
』
の
末
永
き
流
通
を
祈
念
し
て
い
る
。

（

）
18

以
上
に
述
べ
て
き
た
宋
版
『
孔
目
章
』
の
重
刊
と
い
う
事
例
は
、
宋
代
の
華
厳
教
学
史
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
宋
代
華
厳
宗
に
お
け
る
智
儼
の
著
作
の
開
板
状
況
と
関
連
事
項
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な

る
。

（

）
19

元
豊
八
年
（
一
〇
八
五
）

義
天
が
入
宋
、
浄
源
に
師
事
す
る
。
翌
年
、
高
麗
に
帰
国
。

紹
興
一
五
年
（
一
一
四
五
）
四
月

義
和
に
よ
っ
て
華
厳
宗
章
疏
の
入
蔵
が
実
現
。

同
年

七
月

秀
州
華
亭
県
善
住
教
院
の
衆
僧
が
智
儼
撰
『
五
十
要
問
答
』
を
開
板
。

（

）
20
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紹
興
一
六
年
（
一
一
四
六
）
五
月

智
儼
撰
『
孔
目
章
』
巻
一
開
板
。

乾
道
五
年
（
一
一
六
九
）
九
月

智
儼
撰
『
金
剛
般
若
経
略
疏
』
開
板
。

乾
道
六
年
（
一
一
七
〇
）

宗
密
撰
『
円
覚
経
略
鈔
』
の
重
刊
（
復
刻
）
が
始
ま
る
。

乾
道
七
年
（
一
一
七
一
）

撰
者
未
詳
『
明
宗
記
』
成
立
。

乾
道
八
年
（
一
一
七
二
）

宗
密
撰
『
円
覚
経
略
鈔
』
復
刻
版
が
完
成
。

乾
道
九
年
（
一
一
七
三
）
一
二
月

智
儼
撰
『
孔
目
章
』
重
刊
。
全
四
巻
が
刊
行
さ
れ
る
。

紹
熙
四
年
（
一
一
九
三
）
一
月

撰
者
未
詳
『
明
宗
記
』
開
板
。

智
儼
の
著
作
も
義
天
に
よ
っ
て
中
国
に
復
還
し
た
が
、
当
時
は
澄
観
・
宗
密
の
教
学
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
そ
の
開
板
が
始
ま
る
の
は
義
和
が
慧
因
教
院
住
持
と
な
る
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
〜
一
一
六
二
）
ま
で
下
る
。
そ
の

（

）
21

後
、
智
儼
の
思
想
は
可
堂
師
会
（
一
一
〇
二
〜
一
一
六
六
）
に
よ
っ
て
再
評
価
さ
れ
、
師
会
没
後
の
乾
道
七
年
（
一
一
七

一
）
に
は
、
中
国
で
初
め
て
の
『
孔
目
章
』
巻
四
・
融
会
一
乗
義
に
対
す
る
註
釈
書
『
釈
雲
華
尊
者
融
会
一
乗
義
章
明
宗

記
』
（
以
下
、
『
明
宗
記
』
）
が
成
立
す
る
。
続
蔵
二
―
八
所
収
の
『
明
宗
記
』
は
冒
頭
数
行
を
欠
く
が
、
こ
の
欠
落
部
分
は

（

）
22

称
名
寺
所
蔵
の
湛
睿
手
沢
本
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
の
撰
者
に
つ
い
て
、
称
名
寺
蔵
『
明
宗
記
』
（
称
名
寺

（

）
23

聖
教
六
一
函
四
号
）
に
は
「
影
に
遯
れ
名
を
韜
み
て
釈
し
序
記
す
（
遯
影
韜
名
釈
序
記
）
」
と
あ
り
、
意
図
的
に
撰
者
名
を

伏
せ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
吉
田
［
一
九
九
六
］
お
よ
び
［
二
〇
〇
四
］
に
よ
る
と
、
『
明
宗
記
』
は
師
会
の
説
に
影
響

（

）
24
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を
受
け
つ
つ
も
批
判
的
な
立
場
を
と
る
。
す
な
わ
ち
、
師
会
は
『
法
華
経
』
の
会
三
帰
一
を
も
っ
て
華
厳
の
同
教
一
乗
を

解
釈
し
た
が
、
『
明
宗
記
』
の
著
者
は
『
華
厳
経
』
の
み
で
同
教
を
解
釈
し
、
華
厳
宗
の
独
自
性
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
と

い
う
。
こ
の
よ
う
な
『
明
宗
記
』
の
思
想
は
、
北
宋
期
に
は
主
に
天
台
の
学
僧
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
華
厳
教
学
が
、

や
が
て
「
宗
」
と
し
て
の
独
自
性
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
り
、
セ
ク
ト
化
し
て
い
く
過
程
で
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

乾
道
年
間
の
『
孔
目
章
』
重
刊
は
、
『
明
宗
記
』
成
立
の
二
年
後
に
行
わ
れ
た
。
択
梧
と
『
明
宗
記
』
の
著
者
の
関
係
は

不
明
で
あ
る
が
、
両
者
に
共
通
す
る
背
景
と
し
て
、
師
会
の
唱
え
た
復
古
的
な
華
厳
教
学
に
影
響
を
受
け
、
華
厳
宗
第
二

祖
と
し
て
の
智
儼
を
顕
彰
す
る
と
い
う
一
連
の
流
れ
の
中
で
『
孔
目
章
』
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
巻
四
後
序
に
よ
っ
て
、
『
明
宗
記
』
成
立
時
に
は
そ
の
註
釈
対
象
で
あ
る
「
融
会
一
乗
義
」
を
含
む
『
孔
目
章
』

巻
四
は
未
刊
行
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
巻
四
後
序
の
中
で
択
梧
は
『
孔
目
章
』
重
刊
を
決
意
し
た
経
緯
を

『
円
覚
経
略
鈔
』
の
重
刊
に
触
発
さ
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
が
、
刊
行
の
時
期
と
場
所
を
考
慮
す
れ
ば
、
『
明
宗
記
』
の
思

想
的
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
択
梧
が
表
立
っ
て
そ
の
名
を
挙
げ
な
い
の
は
、
あ
る
い
は
『
明
宗
記
』

自
体
が
匿
名
で
撰
述
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
巻
四
後
序
に
よ
る
と
、
択
梧
が
『
円
覚
経
略
鈔
』
復
刻
版
を
見
た
の
は
「
円
覚
院
」
、
す
な
わ
ち
思
渓
版
の
開
板

（

）
25

が
行
わ
れ
た
湖
州
の
円
覚
禅
院
で
あ
っ
た
と
い
う
。
た
だ
、
『
円
覚
経
略
鈔
』
の
復
刻
そ
の
も
の
が
円
覚
禅
院
で
行
わ
れ
た

の
か
、
復
刻
版
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
だ
け
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
平
江
府
（
蘇
州
）

崑
山
の
能
仁
院
の
僧
で
あ
っ
た
択
梧
が
、
杭
州
の
慧
因
教
院
や
湖
州
の
円
覚
禅
院
と
も
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
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え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宋
代
の
長
江
デ
ル
タ
地
帯
に
お
い
て
、
「
華
厳
教
学
文
献
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
っ
た
慧
因
教
院
を
中
心

（

）
26

に
、
複
数
の
寺
院
の
僧
侶
ら
に
よ
っ
て
華
厳
宗
章
疏
の
開
板
が
行
わ
れ
て
い
た
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。

四

お
わ
り
に

小
稿
で
は
、
称
名
寺
お
よ
び
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
孔
目
章
成
仏
心
要
後
序
」
に
宋
版
『
孔
目

章
』
巻
四
後
序
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
宋
代
に
お
け
る
智
儼
の
著
作
の
開
板
状
況
を
整
理
し
た
。
宋
代
の
華

厳
教
学
が
「
宗
」
と
し
て
の
独
自
性
を
確
立
し
て
い
く
中
で
、
次
第
に
そ
の
源
流
で
あ
る
智
儼
・
法
蔵
の
思
想
が
注
目
を

集
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
呼
応
す
る
よ
う
に
著
作
の
開
板
も
進
ん
で
い
っ
た
。
南
宋
に
お
け
る
華
厳
宗
章
疏
の
刊
行

事
業
は
、
主
に
僧
侶
の
施
財
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
高
山
寺
所
蔵
本
の
刊
記
か
ら
分
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

（

）
27

福
州
版
や
浙
西
版
な
ど
の
宋
版
大
蔵
経
が
、
募
縁
活
動
や
富
民
の
援
助
と
い
っ
た
在
俗
の
信
者
の
施
財
に
頼
っ
て
い
た
こ

と
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
性
格
か
ら
、
宋
代
に
お
け
る
華
厳
宗
章
疏
の
開
板
状
況
は
、
当
時
の
教
学
の
傾
向
を
強

く
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
乾
道
年
間
の
『
孔
目
章
』
重
刊
に
つ
い
て
も
、
宗
密
撰
『
円
覚
経
略

鈔
』
復
刻
版
の
完
成
に
対
抗
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
撰
者
未
詳
『
明
宗
記
』
の
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

本
稿
で
は
智
儼
の
著
作
を
取
り
巻
く
状
況
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
が
、
今
後
は
前
思
渓
蔵
な
ど
の
浙
西
版
と
の
関
係
も

含
め
、
南
宋
に
お
け
る
華
厳
宗
章
疏
刊
行
の
意
義
を
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（

）
28
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学
文
学
部
論

叢
』
一
一
〇

竺
沙
雅
章
［
二
〇
〇
〇
］
『
宋
元
仏
教
文
化
史
研
究
（
汲
古
叢
書
二
五
）
』
汲
古
書
院

吉
田
剛
［
二
〇
〇
四
］
「
杭
州
慧
因
院
（
高
麗
寺
）
に
お
け
る
華
厳
学
の
動
向
」
『
仏
教
学
研
究
』
韓
国
仏
教
学
研
究
会

遠
藤
純
一
郎
［
二
〇
〇
八
］
「
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
に
於
け
る
顕
密
観
」
『
蓮
花
寺
仏
教
研
究
所
紀
要
』
一

野
沢
佳
美
［
二
〇
一
五
］
『
印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史

中
国
・
高
麗
篇
（
シ
リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
ア

vol.3

）
』
立
正
大

学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

京
都
仏
教
各
宗
学
校
連
合
会

編
［
二
〇
二
〇
］
『
新
編

大
蔵
経

成
立
と
変
遷
』
法
蔵
館

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫

編
［
二
〇
二
一
］
『
特
別
展
よ
み
が
え
る
中
世
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
―
い
ま
ふ
た
た
び
出
会
う
古
文

書
た
ち
―
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫

［
注
］

（

）
宋
代
に
お
け
る
華
厳
宗
章
疏
の
復
還
と
刊
行
に
つ
い
て
は
、
竺
沙
［
二
〇
〇
〇
］
六
八
〜
七
一
頁
、
吉
田
［
二
〇
〇
四
］

1
に
詳
し
い
。
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（

）
常
盤
［
一
九
四
三
］
三
二
九
〜
三
三
〇
頁
、
参
照
。

2
（

）
関
［
一
九
三
九
］
二
五
八
〜
二
五
九
頁
。

3
（

）
大
正
四
五
・
一
〇
〇
六
頁
。
な
お
、
大
正
蔵
所
収
の
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
の
底
本
は
明
末
に
刊
行
さ
れ
た
万
暦
版

4
大
蔵
経
（
嘉
興
蔵
）
で
あ
る
。

（

）
湛
睿
筆
「
顕
密
円
通
成
仏
心
要
後
序
」
（
称
名
寺
聖
教
八
五
函
五
号
）
に
、
「
渡
宋
の
禅
侶
、
道
眼
房
と
名
づ
く
有
り
、
一

5
切
経
を
渡
し
奉
る
の
時
、
此
の
心
要
を
感
得
し
、
即
ち
之
を
伝
来
す
。
（
有
渡
宋
禅
侶
、
名
道
眼
房
、
奉
渡
一
切
経
之
時
、

感
得
此
心
要
、
即
伝
来
之
。
）
」
と
あ
る
。

（

）
熊
原
［
一
九
六
〇
］
、
参
照
。

6
（

）
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
［
二
〇
二
一
］
九
〜
一
〇
頁
（
拙
稿
「
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
所
蔵
称
名
寺
文
書
紙
背
の

7
湛
睿
稿
本
に
つ
い
て
」
）
、
参
照
。

（

）
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
は
遠
藤
［
二
〇
〇
八
］
、
参
照
。

8
（

）
磧
砂
版
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
は
元
代
の
刊
行
で
あ
る
が
、
湛
睿
は
本
書
も
「
宋
本
」
と
呼
ぶ
。
称
名
寺
蔵
『
顕
密

9
円
通
成
仏
心
要
集
』
（
称
名
寺
聖
教
八
五
函
四
号
）
、
お
よ
び
関
［
一
九
三
九
］
二
五
八
〜
二
五
九
頁
、
参
照
。

（

）
称
名
寺
蔵
『
孔
目
章
』
巻
四
（
称
名
寺
聖
教
一
〇
二
函
四
号
）
、
関
［
一
九
三
九
］
二
四
四
頁
、
参
照
。
同
趣
旨
の
注
意

10
書
き
は
、
称
名
寺
蔵
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
』
（
称
名
寺
聖
教
八
五
函
四
号
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
（
関
［
一
九
三
九
］
二

五
九
頁
）
。



- 47 -

宋
代
華
厳
宗
と
宋
版
『
孔
目
章
』
の
刊
行

（
櫻
井
）

（

）
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫

編
［
二
〇
二
一
］
八
八
頁
（
№

紙
背
）
、
参
照
。

11

49

（

）
常
盤
［
一
九
四
三
］
三
二
九
〜
三
三
〇
頁
、
大
屋
［
一
九
九
八
］
八
七
〜
八
八
頁
（
第
六
類

続
蔵
経
覆
刊
本
）
、
参
照
。

12
ま
た
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
［
一
九
八
一
］
二
四
六
頁
に
は
、
施
財
者
名
も
含
む
刊
記
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（

）
「
孔
目
章
成
仏
心
要
後
序
」
に
は
訓
点
や
送
り
仮
名
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
②
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵

13
「
孔
目
章
巻
一
後
序
」
の
冒
頭
か
ら
五
行
目
ま
で
は
湛
睿
の
書
き
入
れ
で
、
こ
の
後
序
が
高
山
寺
の
宋
本
に
の
み
に
あ
っ
た

こ
と
や
、
底
本
の
後
序
は
本
文
よ
り
一
行
開
け
、
一
字
下
げ
の
体
裁
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
録
し
て
い
る
。

（

）
常
盤
［
一
九
四
三
］
三
三
〇
頁
、
参
照
。

14
（

）
大
屋
［
一
九
九
八
］
八
八
頁
（
第
六
類

続
蔵
経
覆
刊
本
）
、
参
照
。

15
（

）
な
お
、
南
山
律
宗
に
も
、
孤
山
智
円
（
九
七
六
〜
一
〇
二
二
）
の
『
閑
居
編
』
に
そ
の
名
が
見
え
る
択
梧
（
生
没
年
未

16
詳
）
と
い
う
人
物
が
い
る
。
し
か
し
、
南
山
律
宗
の
択
梧
は
北
宋
期
の
人
で
、
南
宋
の
乾
道
九
年
（
一
一
七
三
）
に
『
孔
目

章
』
巻
四
後
序
を
記
し
た
択
梧
と
は
生
存
年
代
が
異
な
る
た
め
、
両
者
は
別
人
で
あ
る
。

（

）
称
名
寺
聖
教
八
五
函
五
号
・
第
５
紙
目
。

17
（

）
称
名
寺
聖
教
八
五
函
五
号
・
第
４
紙
目
。

18
（

）
本
年
表
の
作
成
に
際
し
て
は
、
吉
田
［
二
〇
〇
四
］
二
八
七
〜
二
九
一
頁
の
附
表
を
参
考
に
し
た
。

19
（

）
称
名
寺
蔵
『
五
十
要
問
答
』
（
称
名
寺
聖
教
八
函
三
号
）
の
奥
書
に
よ
る
。
称
名
寺
蔵
・
湛
睿
写
『
五
十
要
問
答
』
は

20
「
新
渡
之
本
」
に
よ
る
校
合
が
朱
で
書
き
込
ま
れ
、
初
巻
・
後
巻
の
巻
末
に
書
写
さ
れ
た
原
刊
記
の
中
に
「
紹
興
乙
丑
」
と
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い
う
年
号
が
確
認
で
き
る
の
で
、
「
新
渡
之
本
」
と
は
宋
版
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
宋
版
の
由
来
は
明
ら
か
で
な
く
、

高
山
寺
に
宋
版
『
五
十
要
問
答
』
の
後
巻
の
み
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
［
一
九
七
五
］
三

〇
一
〜
三
〇
二
頁
に
よ
る
と
、
高
山
寺
の
宋
版
に
は
称
名
寺
蔵
本
の
よ
う
な
刊
記
が
無
く
、
出
版
地
や
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
し
、
高
山
寺
蔵
宋
版
『
五
十
要
問
答
』
後
巻
の
刻
工
名
の
う
ち
、
「
沈
二
」
と
「
趙
宗
」
は
、
前
思
渓
蔵
の
刻
工
に
も

同
名
の
人
物
が
存
在
す
る
（
野
沢
［
一
九
九
九
］
、
参
照
。
「
沈
二
」
は
五
二
頁
六
行
目
、
「
趙
宗
」
は
五
三
頁
七
行
目
）
。
そ

の
た
め
、
高
山
寺
本
は
前
思
渓
蔵
と
近
い
時
期
に
開
板
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
称
名
寺
本
と
も
年
代
的
に
は
近
い
と
言
え
る
。

ま
た
、
宋
版
『
五
十
要
問
答
』
に
つ
い
て
は
、
常
盤
［
一
九
四
三
］
（
三
二
九
頁
）
で
は
高
山
寺
に
は
後
巻
の
み
確
認
で
き
、

初
巻
は
島
田
蕃
根
（
一
八
二
七
〜
一
九
〇
七
）
の
旧
蔵
と
さ
れ
る
が
、
現
在
は
所
在
不
明
と
し
て
い
る
。
高
山
寺
旧
蔵
の
宋

版
『
五
十
要
問
答
』
初
巻
は
、
そ
の
後
、
松
田
福
一
郎
氏
（
一
八
七
五
～
一
九
七
一
）
が
所
蔵
し
て
い
た
よ
う
で
、
松
田

［
一
九
四
三
］
（
図
版
八
九
、
解
題
三
一
頁
）
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
題
よ
れ
ば
、
初
巻
は
寺
田
望
南
（
一

八
四
九
〜
一
九
二
九
）
旧
蔵
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
高
山
寺
旧
蔵
・
宋
版
『
五
十
要
問
答
』
初
巻
は
島
田
氏
の
死
後
、
寺
田
氏

の
所
蔵
と
な
っ
た
後
、
松
田
氏
の
手
に
渡
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（

）
義
和
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
吉
田
［
二
〇
〇
四
］
二
七
七
〜
二
七
八
頁
、
参
照
。

21
（

）
吉
田
［
二
〇
〇
四
］
二
八
一
〜
二
八
三
頁
、
参
照
。

22
（

）
納
富
［
一
九
七
一
］
、
参
照
。

23
（

）
中
條
［
一
九
七
九
］
、
参
照
。

24
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（

）
こ
の
と
き
択
梧
が
見
た
『
円
覚
経
略
鈔
』
復
刻
版
の
底
本
は
、
北
宋
の
康
定
二
年
（
一
〇
四
一
）
版
あ
る
い
は
同
系
統
の

25
版
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
ぜ
な
ら
、
巻
四
後
序
に
は
北
宋
版
の
序
文
を
踏
ま
え
た
表
現
が
確
認
で
き
る
た
め
で
あ

る
。
続
蔵
所
収
の
『
円
覚
経
略
鈔
』
は
永
楽
十
七
年
（
一
四
一
九
）
開
板
の
明
版
を
底
本
と
す
る
が
（
続
蔵
一
―
一
五
・
二

二
七
丁
左
上
の
刊
記
に
よ
る
）
、
巻
一
冒
頭
に
は
北
宋
の
康
定
二
年
（
一
〇
四
一
）
版
の
原
刊
記
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
北

宋
版
の
思
斉
（
生
没
年
未
詳
）
の
序
（
続
蔵
一
―
一
五
・
九
〇
丁
右
上
）
に
は
、
「
当
に
聖
言

水
鶴
に
紛
る
を
懼
れ
、
切
に

伝
者

魯
魚
を
駮
う
を
慮
る
。
（
当
懼
聖
言
紛
於
水
鶴
、
切
慮
伝
者
駮
於
魯
魚
。
）
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
択
梧
の
巻
四
後
序

（
称
名
寺
聖
教
八
五
函
五
号
・
第
４
紙
目
）
に
も
「
伝
写

魯
魚
に
失
し
、
義
理

水
鶴
に
紛
る
。
（
伝
写
失
於
魯
魚
、
義
理

紛
於
水
鶴
。
）
」
と
い
う
類
似
の
表
現
が
見
え
る
。

（

）
竺
沙
［
二
〇
〇
〇
］
七
一
頁
、
参
照
。

26
（

）
常
盤
［
一
九
四
三
］
三
三
四
〜
三
三
五
頁
、
参
照
。

27
（

）
高
山
寺
所
蔵
の
宋
版
華
厳
宗
章
疏
の
う
ち
、
刊
記
の
確
認
で
き
る
も
の
を
見
る
限
り
、
全
て
南
宋
の
紹
興
年
間
以
降
に
開

28
板
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
開
板
活
動
が
活
発
に
な
る
理
由
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
で
は
、
宋
代
に
お
け
る
華
厳
教
学

の
進
展
や
、
義
和
が
慧
因
教
院
住
持
と
な
っ
た
こ
と
等
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
き
た
。
筆
者
も
こ
う
し
た
見
解
に
異
論
は
な

い
が
、
前
思
渓
蔵
が
完
成
し
た
こ
と
も
そ
の
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
円
覚
禅
院
に
お
け
る
前

思
渓
蔵
の
開
板
は
遅
く
と
も
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
に
は
開
始
さ
れ
、
紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
を
さ
ほ
ど
過
ぎ
な
い
頃

に
完
成
し
た
と
さ
れ
る
（
野
沢
［
二
〇
一
五
］
五
〇
頁
）
。
慧
因
教
院
で
華
厳
宗
章
疏
が
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
前
思
渓
蔵
の
完
成
後
で
あ
り
、
ま
た
、
高
山
寺
所
蔵
の
華
厳
宗
章
疏
の
中
に
は
前
思
渓
蔵
と
同
じ
刻
工
名
が
確
認
で
き
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る
も
の
も
あ
る
（
注
（

）
参
照
）
。
要
す
る
に
、
前
思
渓
蔵
の
開
板
と
い
う
大
規
模
な
事
業
が
終
了
す
る
と
、
周
辺
地
域

20

の
寺
院
で
小
規
模
な
開
板
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
と
推
測
で
き
る
。


